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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
（Ａ）一般式（Ｉ）：
【化１】

（式中、Ｘは酸素原子またはＮＨ基、Ｒ1は水素原子またはメチル基、Ｒ2は炭素数２～３
のアルキレン基を示す）で表わされるモノマー（Ａ）１～３０重量％、（Ｂ）一般式（II
）：
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【化２】

（式中、Ｘは酸素原子またはＮＨ基、Ｒ1は水素原子またはメチル基、Ｒ2は炭素数２～３
のアルキレン基を示す）で表わされるモノマー（Ｂ）１～３０重量％、ならびに（Ｃ）一
般式（III）：
【化３】

（式中、Ｒ1は水素原子またはメチル基を示す）で表わされるモノマー（Ｃ－１）および
Ｎ－ビニルピロリドン（Ｃ－２）から選ばれた少なくとも１種のモノマー（Ｃ）４０～９
０重量％を含有したモノマー成分を重合させて得られたコポリマーからなる整髪剤用基剤
。
【請求項２】
モノマー成分がモノマー（Ａ）、モノマー（Ｂ）およびモノマー（Ｃ）と共重合可能なエ
チレン性不飽和モノマー（Ｄ）を０．１～２５重量％含有したものである請求項１記載の
整髪剤用基剤。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、整髪剤用基剤に関する。さらに詳しくは、ヘアームース、ヘアーミスト、ヘア
ーブロー、ヘアーセットローションなどの水系整髪剤に好適に使用し得る整髪剤用基剤に
関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来、水溶性の高い整髪剤用基剤としては、Ｎ－ビニルピロリドンを主成分とする共重合
体に代表されるノニオン性基剤やカチオン性基剤が知られており（特開昭５９－７５９１
１号公報および特公昭５６－４５３３号公報）、これらの整髪剤用基剤は古くから今日ま
で、ヘアームース、ヘアーミスト、ヘアーブロー、ヘアーセットローションなどの水系処
方に幅広く使用されてきたことは周知である。
【０００３】
しかしながら、Ｎ－ビニルピロリドンの単独重合体に代表されるノニオン性整髪剤用基剤
は、毛髪との密着性に欠け、また毛髪上でのコーティング皮膜が硬いため、毛髪の折り曲
げにともない皮膜が剥離したフケ状の白い粉が発生する、いわゆるフレーキング現象が起
こりやすいという欠点を有する。また、高湿度下でのセット保持力も満足することができ
るものではない。
【０００４】
一方、カチオン性基剤とは、Ｎ－ビニルピロリドンと第四級型アミンモノマーとの共重合
体に代表されるカチオン性整髪剤用基剤であり、これはＮ－ビニルピロリドンの単独重合
体が有する整髪剤用基剤としての欠点を改良したものであるといえる。その結果、カチオ
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ン性であることから、毛髪との親和力が高く、それによりフレーキング現象を比較的抑制
することが可能となった。また、セットされた毛髪もしなやかで、セット保持力も向上し
ておき、整髪剤としたときのセット性も向上している。
【０００５】
しかしながら、第四級型アミンモノマーを高分子量の整髪剤用基剤の樹脂に多用すると、
セットされた毛髪にきしみ感を与え、光沢をなくし、セット感の風合いを損なうといった
欠点が生じてしまう。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
本発明は前記従来技術に鑑みてなされたものであり、カチオン性整髪剤用基剤の利点は損
なわず、しかもきしみ感がなく、光沢もよく、セット時の風合いにすぐれた整髪剤用基剤
を提供することを目的とする。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
本発明は、（Ａ）一般式（Ｉ）：
【０００８】
【化４】

【０００９】
（式中、Ｘは酸素原子またはＮＨ基、Ｒ1は水素原子またはメチル基、Ｒ2は炭素数２～３
のアルキレン基を示す）で表わされるモノマー（Ａ）１～３０重量％、（Ｂ）一般式（II
）：
【００１０】
【化５】

【００１１】
（式中、Ｘは酸素原子またはＮＨ基、Ｒ1は水素原子またはメチル基、Ｒ2は炭素数２～３
のアルキレン基を示す）で表わされるモノマー（Ｂ）１～３０重量％、ならびに（Ｃ）一
般式（III）：
【００１２】
【化６】
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【００１３】
（式中、Ｒ1は水素原子またはメチル基を示す）で表わされるモノマー（Ｃ－１）および
Ｎ－ビニルピロリドン（Ｃ－２）から選ばれた少なくとも１種のモノマー（Ｃ）４０～９
０重量％を含有したモノマー成分を重合させて得られたコポリマーからなる整髪剤用基剤
に関する。
【００１４】
【発明の実施の形態】
本発明の整髪剤用基剤は、前記したように、（Ａ）一般式（Ｉ）：
【００１５】
【化７】

【００１６】
（式中、Ｘは酸素原子またはＮＨ基、Ｒ1は水素原子またはメチル基、Ｒ2は炭素数２～３
のアルキレン基を示す）で表わされるモノマー（Ａ）１～３０重量％、（Ｂ）一般式（II
）：
【００１７】
【化８】

【００１８】
（式中、Ｘは酸素原子またはＮＨ基、Ｒ1は水素原子またはメチル基、Ｒ2は炭素数２～３
のアルキレン基を示す）で表わされるモノマー（Ｂ）１～３０重量％、ならびに（Ｃ）一
般式（III）：
【００１９】
【化９】

【００２０】
（式中、Ｒ1は水素原子またはメチル基を示す）で表わされるモノマー（Ｃ－１）および
Ｎ－ビニルピロリドン（Ｃ－２）から選ばれた少なくとも１種のモノマー（Ｃ）４０～９
０重量％を含有したモノマー成分を重合させて得られたコポリマーからなるものである。
【００２１】
本発明においては、前記モノマー（Ａ）、モノマー（Ｂ）およびモノマー（Ｃ）が同時に
用いられ、しかも特定の割合で含有されたモノマー成分を重合させるので、前記のごとき
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カチオン性整髪剤用基剤の利点であるフレーキング現象が抑制され、毛髪のしなやかなセ
ットが可能でセット保持力にすぐれるといった特性を損なうことなく、しかもきしみ感が
なく、光沢性にすぐれ、セット時の風合いにもすぐれるといった特性を同時に満足し得る
整髪剤用基剤が得られるのである。
【００２２】
本発明に用いられるモノマー（Ａ）は、一般式（Ｉ）で表わされるベタイン構造を有する
両性モノマーであり、得られる整髪剤用基剤に水溶性を付与し、また毛髪への親和力を付
与し、密着力を向上させる成分である。
【００２３】
前記モノマー（Ａ）の代表例としては、たとえばＮ－（メタ）アクリロイルオキシエチル
－Ｎ，Ｎ－ジメチルアンモニウム－α－Ｎ－メチルカルボキシベタイン、Ｎ－（メタ）ア
クリロイルアミドプロピル－Ｎ，Ｎ－ジメチルアンモニウム－α－Ｎ－メチルカルボキシ
ベタインなどがあげられ、これらは単独でまたは２種以上を混合して用いることができる
。
【００２４】
モノマー（Ａ）の使用量は、毛髪への親和力が低下してフレーキング現象が起こらないよ
うにするために、重合に供せられるモノマー成分の１重量％以上、好ましくは５重量％以
上、さらに好ましくは８重量％以上であり、また形成される整髪剤の皮膜がやわらかくな
りすぎ、べたつきが生じないようにするために、重合に供せられるモノマー成分の３０重
量％以下、好ましくは２８重量％以下、さらに好ましくは２５重量％以下である。
【００２５】
本発明に用いられるモノマー（Ｂ）は、一般式（II）で表わされるアミノ基含有モノマー
であり、任意に中和することで得られる整髪剤用基剤の耐湿性を変化させることができる
成分である。またしなやかさを付与する成分でもある。
【００２６】
前記モノマー（Ｂ）の代表例としては、たとえばＮ，Ｎ－ジメチルアミノエチル（メタ）
アクリレート、Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノプロピル（メタ）アクリルアミドなどがあげられ
、これらは単独でまたは２種以上を混合して用いることができる。
【００２７】
モノマー（Ｂ）の使用量は、耐湿性がいちじるしく低下しないようにするために、重合に
供せられるモノマー成分の１重量％以上、好ましくは３重量％以上、さらに好ましくは６
重量％以上であり、また形成される整髪剤の皮膜にきしみ感が生じたり、光沢が損なわれ
ないようにするために、重合に供せられるモノマー成分の３０重量％以下、好ましくは２
７重量％以下、さらに好ましくは２５重量％以下である。
【００２８】
本発明に用いられるモノマー（Ｃ）は、一般式（III）で表わされるビニルアミドモノマ
ー（Ｃ－１）および／またはＮ－ビニルピロリドン（Ｃ－２）であり、得られる整髪剤用
基剤に水溶性を付与するほか、毛髪に塗布した際に良好な皮膜を形成し、また光沢を付与
する成分である。
【００２９】
前記モノマー（Ｃ－１）の代表例としては、たとえばＮ－ビニルホルムアミド、Ｎ－ビニ
ルアセトアミドなどがあげられ、これらおよびＮ－ビニルピロリドン（Ｃ－２）は単独で
または２種以上を混合して用いることができる。
【００３０】
モノマー（Ｃ）の使用量は、得られる整髪剤用基剤を毛髪に塗布した際に良好な皮膜が形
成されなくならないようにするために、重合に供せられるモノマー成分の４０重量％以上
、好ましくは４５重量％以上、さらに好ましくは５０重量％以上であり、また整髪剤の皮
膜が硬くなりすぎ、フレーキング現象を起こしたり、耐湿性がいちじるしく低下しないよ
うにするために、重合に供せられるモノマー成分の９０重量％以下、好ましくは８５重量
％以下、さらに好ましくは８０重量％以下である。
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【００３１】
本発明においては、さらに前記モノマー（Ａ）、モノマー（Ｂ）およびモノマー（Ｃ）と
共重合可能なエチレン性不飽和モノマー（Ｄ）をモノマー成分に用いることができる。
【００３２】
前記モノマー（Ｄ）は、得られる整髪剤用基剤から形成された皮膜に柔軟性、耐水性およ
び適度な硬度を付与し、触感を変化させるために適宜使用される成分である。
【００３３】
モノマー（Ｄ）の代表例としては、たとえば（メタ）アクリル酸、ジメチルアミノエチル
（メタ）アクリレートまたはジメチルアミノプロピル（メタ）アクリルアミドの４級化物
、（メタ）アクリルアミド、ｔ－ブチルアクリルアミド、ダイアセトンアクリルアミド、
炭素数１～１８の直鎖状または分岐鎖状のアルキル（メタ）アクリレート、炭素数１～４
の直鎖状または分岐鎖状のヒドロキシアルキル（メタ）アクリレート、ポリエチレングリ
コールモノ（メタ）アクリレート、ポリプロピレングリコールモノ（メタ）アクリレート
などの水酸基含有（メタ）アクリレート、該水酸基含有（メタ）アクリレートのメチルエ
ーテル化物、酢酸ビニルなどがあげられ、これらは単独でまたは２種以上を混合して用い
ることができる。
【００３４】
モノマー（Ｄ）の使用量は、形成された皮膜に所望の触感を付与する効果を充分に発現さ
せるためには、重合に供せられるモノマー成分の０．１重量％以上、好ましくは１重量％
以上、さらに好ましくは２重量％以上であることが望ましく、またあまり多く使用すると
本発明の本来の目的であるきしみ感がなく、光沢があり、セット時の風合いの良好な整髪
剤用基剤が得られなくなるおそれがあるので、重合に供せられるモノマー成分の２５重量
％以下、好ましくは２０重量％以下、さらに好ましくは１５重量％以下であることが望ま
しい。
【００３５】
本発明の整髪剤用基剤は、前記モノマー（Ａ）、モノマー（Ｂ）およびモノマー（Ｃ）、
ならびに必要に応じてモノマー（Ｄ）の所望量を調整したモノマー成分を重合させてコポ
リマーを調製することによって得られる。
【００３６】
前記重合の方法は、とくに限定されるものではなく、たとえば通常のバルク重合法、析出
重合法、懸濁重合法、乳化重合法、溶液重合法などを採用することができるが、化粧品と
しての処方の際に、得られた整髪剤用基剤を水または親水性溶媒に溶解して用いることを
考慮すると、あらかじめ水または親水性溶媒中で重合する溶液重合法を採用することが好
ましい。
【００３７】
ここで親水性溶媒とは、水に対する溶解度が１０ｇ／水１００ｇ（２５℃）以上である有
機溶媒をいう。かかる親水性溶媒の代表例としては、たとえば炭素数が１～４の脂肪族１
～４価アルコール、エチルセロソルブ、ブチルセロソルブ、ジオキサン、酢酸メチル、ジ
メチルホルムアミドなどがあげられるが、これらのなかでは１～２価アルコールが化粧品
原料として扱ううえでとくに好ましい。
【００３８】
前記１価アルコールの具体例としては、たとえばメタノール、エタノール、イソプロパノ
ールなどがあげられる。また２価アルコールの具体例としては、たとえばプロピレングリ
コールなどがあげられる。
【００３９】
また、本発明の整髪剤用基剤は人体の皮膚に付着することがあるため、その安全性を考慮
すると、前記親水性溶媒のなかではエタノールおよびイソプロパノールがとくに好ましい
。
【００４０】
前記重合は、モノマー（Ａ）、モノマー（Ｂ）およびモノマー（Ｃ）ならびに必要に応じ
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てモノマー（Ｄ）からなるモノマー成分を水または前記親水性溶媒に溶解し、重合開始剤
を添加し、たとえばチッ素ガスなどの不活性ガス気流下で加熱しながら撹拌することによ
り行なうことができる。
【００４１】
前記重合開始剤としては、一般に溶液重合法に用いられているものなどであればとくに限
定がなく、その具体例としては、たとえば過酸化ベンゾイル、過酸化ラウロイルなどの過
酸化物、アゾビスイソブチロニトリルなどのアゾ系化合物などがあげられる。なお、本発
明においては、重合に供せられるモノマー成分としてアクリル酸およびアクリレートモノ
マーを用いる際に、重合開始剤として過酸化物を用いた場合には、架橋ゲル化を生起する
おそれがあるので、アゾ系化合物を用いることが好ましい。
【００４２】
重合に際しては、前記水または親水性溶媒は、モノマー成分の混合物の濃度が１０～６０
重量％程度となるように調整して用いることが好ましい。なお、前記モノマー成分の混合
物の濃度が５０重量％をこえる場合には、前記モノマー成分の混合物を分割して徐々に添
加して重合を行なうことが、急激な重合反応熱の発生を避け、安全に重合を行なううえで
好ましい。
【００４３】
重合温度は、用いる重合開始剤の種類などによって異なるために一概には決定することが
できないが、通常重合開始剤の１０時間半減期温度とすることが好ましく、とくに用いた
親水性溶媒の還流温度に近いことがより再現性の高い重合を行なうことができるので好ま
しい。
【００４４】
また重合時間は、８時間よりも短い場合には、重合が不完全となって未反応のモノマーが
残存することがあるため、８時間以上、好ましくは１２～３６時間とすることが望ましい
。
【００４５】
なお、残存モノマーが存在するか否かは、一般的な手法、たとえばＰＳＤＢ法などにより
二重結合が存在するか否かを確認することにより行なうことができる。
【００４６】
また必要に応じて、重合反応後にｐＨ調整剤として酢酸、乳酸、クエン酸、アスコルビン
酸などの有機酸や、塩酸、リン酸、硫酸などの無機酸を用いることができる。なお、かか
るｐＨ調整剤は重合前に用いてもよい。
【００４７】
なお、前記ｐＨ調整剤は前記モノマー（Ｂ）に由来のアミノ基の中和剤として作用するも
のであり、前記したように、かかるアミノ基の中和の程度によって整髪剤用基剤の耐湿性
を変化させることができる。モノマー（Ｂ）の使用量にもよるが、モノマー（Ｂ）に由来
のアミノ基全量の６０モル％程度以下を中和した場合には、耐湿性をいちじるしく低下さ
せることがない。
【００４８】
かくして得られる本発明の整髪剤用基剤は、それを構成するコポリマーが５００００～１
２０００００程度、なかんづく１０００００～１００００００程度の粘度平均分子量を有
するものであり、通常そのままの状態または溶媒を除去した状態で使用し得るものである
。
【００４９】
なお、本発明の整髪剤用基剤をたとえばセットローションなどに用いる場合には、たとえ
ば前記重合用溶媒として用いた水または親水性溶媒に溶解した整髪剤用基剤を、たとえば
その他の添加剤、補助剤などとともに使用容器内に充填し、封入すればよい。なおこの場
合、使用容器内に充填される各種成分の配合割合は、通常それぞれ目的や用途などに応じ
て適宜調整されることが望ましい。
【００５０】
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【実施例】
つぎに、本発明の整髪剤用基剤を実施例に基づいてさらに詳細に説明するが、本発明はか
かる実施例のみに限定されるものではない。
【００５１】
実施例１
還流冷却管、温度計、チッ素ガス導入管、仕込み管および撹拌装置を取り付けた５００ｍ
ｌ容の５つ口フラスコに、Ｎ－メタクリロイルオキシエチル－Ｎ，Ｎ－ジメチルアンモニ
ウム－α－Ｎ－メチルカルボキシベタイン２０重量部、Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノエチルメ
タクリレート５重量部、Ｎ－ビニルピロリドン６０重量部、Ｎ－ビニルアセトアミド１５
重量部および精製水４００重量部を入れ、これにα，α′－アゾビスイソブチロニトリル
（以下、ＡＩＢＮという）０．３重量部を加え、撹拌しながらチッ素ガス気流下にて７０
～７５℃で重合反応を１５時間行ない、反応を完結させて２０重量％コポリマー溶液を得
た。コポリマーの粘度平均分子量は９２００００であった。
【００５２】
実施例２
還流冷却管、温度計、チッ素ガス導入管、仕込み管および撹拌装置を取り付けた５００ｍ
ｌ容の５つ口フラスコに、Ｎ－メタクリロイルオキシエチル－Ｎ，Ｎ－ジメチルアンモニ
ウム－α－Ｎ－メチルカルボキシベタイン２０重量部、Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノエチルメ
タクリレート１０重量部、Ｎ－ビニルピロリドン７０重量部およびエタノール１５０重量
部を入れ、これにＡＩＢＮ０．１重量部を加え、撹拌しながらチッ素ガス気流下にて７０
～７５℃で重合反応を開始した。開始４時間後に、ＡＩＢＮ０．１重量部を追添し、さら
に１１時間重合させて反応を完結させた。そののち、Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノエチルメタ
クリレートのアミノ基全量の２５モル％を乳酸１．４３重量部（４０重量％乳酸エタノー
ル溶液に希釈）にて中和し、４０重量％コポリマー溶液を得た。コポリマーの粘度平均分
子量は２５００００であった。
【００５３】
実施例３～８
実施例３、５および８については（反応溶媒が精製水の場合）、モノマー成分を表１に示
すように変更したほかは実施例１と同様にしてコポリマーを得た。
【００５４】
実施例４、６および７については（反応溶媒がエタノールの場合）、モノマー成分を表１
に示すように変更したほかは実施例２と同様にしてコポリマーを得た。
【００５５】
なお実施例３～６において、モノマー（Ｂ）由来のアミノ基の中和は、中和剤（乳酸）の
使用量を表１に示すように変更したほかは実施例２と同様にして行なった。
【００５６】
表１中の各略号は以下の化合物を意味する。また表１中には得られたコポリマーの粘度平
均分子量およびコポリマー含量も合わせて示す。
【００５７】
ＤＭＭＡＢＴ：Ｎ－メタクリロイルオキシエチル－Ｎ，Ｎ－ジメチルアンモニウム－α－
Ｎ－メチルカルボキシベタイン
ＤＭＡＰＭＡＢＴ：Ｎ－メタクリロイルアミドプロピル－Ｎ，Ｎ－ジメチルアンモニウム
－α－Ｎ－メチルカルボキシベタイン
ＤＭＡＰＡＡＢＴ：Ｎ－アクリロイルアミドプロピル－Ｎ，Ｎ－ジメチルアンモニウム－
α－Ｎ－メチルカルボキシベタイン
ＤＭＭＡ：Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノエチルメタクリレート
ＤＭＡＰＭＡ：Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノプロピルメタクリルアミド
ＤＭＡＰＡＡ：Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノプロピルアクリルアミド
ＮＶＰ：Ｎ－ビニルピロリドン
ＮＶＡ：Ｎ－ビニルアセトアミド
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ＥＭＡ：エチルメタクリレート
ＴＢＭＡ：ｔ－ブチルメタクリレート
ＬＭＡ：ラウリルメタクリレート
ＳＭＡ：ステアリルメタクリレート
ＭＡＡ：メタクリル酸
ＤＡＡｍ：ダイアセトンアクリルアミド
ＴＢＡＡｍ：ｔ－ブチルアクリルアミド
ＨＥＭＡ：ヒドロキシエチルメタクリレート
Ｍ－９０Ｇ：メトキシポリエチレングリコールメタクリレート（ｎ＝９）
ＤＭＤＳ：Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノエチルメタクリレートのジエチル硫酸４級塩
【００５８】
【表１】
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【００５９】
比較例１～４
それぞれ以下に示すポリマーを用意し、比較例１～３のポリマーについては、エタノール
を添加してポリマー含量が４０重量％のポリマーエタノール溶液である整髪剤用基剤とし
た。
【００６０】
比較例４のものは、ポリマー含量が２０重量％のポリマー水溶液として調製されている。
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【００６１】
比較例１：ポリビニルピロリドン（Ｋ＝３０、キシダ化学（株）販売）
比較例２：Ｎ－ビニルピロリドン－酢酸ビニル共重合体（商品名：ＰＶＡ－６４５０、大
阪有機化学工業（株）製）
比較例３：Ｎ－ビニルピロリドン－Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノエチルメタクリル酸ジエチル
硫酸塩共重合体（商品名：Ｈ．Ｃ．ポリマー３Ａ、大阪有機化学工業（株）製、粘度平均
分子量：２０００００～３０００００）
比較例４：Ｎ－ビニルピロリドン－Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノエチルメタクリル酸ジエチル
硫酸塩共重合体（商品名：Ｈ．Ｃ．ポリマー１Ｓ、大阪有機化学工業（株）製、粘度平均
分子量：８０００００～１００００００）
【００６２】
なお、前記実施例１～８で得られたコポリマー溶液（整髪剤用基剤）および比較例１～４
のポリマー溶液（整髪剤用基剤）は、いずれも水溶性を呈するものであった。
【００６３】
処方例１～８および比較処方例１～４
実施例１～８および比較例１～４の整髪剤用基剤について、ポリマー含量４０重量％のエ
タノール系整髪剤用基剤には、この基剤２５重量部に対してエタノール８０重量部および
精製水９５重量部を加え、またポリマー含量２０重量％の水系整髪剤用基剤には、この基
剤５０重量部に対して精製水５５重量部およびエタノール９５重量部を加えることにより
、ポリマー含量５重量％のポリマー溶液（水：エタノール（重量比）＝１：１）である均
一なヘアーローション整髪剤を得た。
【００６４】
このヘアーローション整髪剤をボトルタイプのヘアーローション容器（内容量：１００ｍ
ｌ）内に充填し、ヘアーローション製品を作製した。
【００６５】
つぎに、得られたヘアーローション製品を用い、ヘアーローション整髪剤の特性としてセ
ット保持力（耐湿性）、しなやかさ、柔軟性および光沢性を、ならびに形成されたフィル
ムの物性として洗浄性および平滑性を以下の方法にしたがって調べた。その結果を表２に
示す。
【００６６】
（イ）セット保持力（耐湿性）
長さ２５ｃｍの毛髪２ｇにヘアーローション整髪剤３ｇをこぼれないように均一に塗布し
たのち、この毛髪を外径１．２ｃｍのカーラーに巻き、４０℃の温風で６０分間かけて乾
燥した。こののち、カーラーから毛髪をはずし、温度３０℃、相対湿度９０％の雰囲気中
に垂直に吊るした直後の長さ（Ｌ１）と３時間放置後の長さ（Ｌ２）とを測定し、カール
リテンション（％）を次式から算出した。
【００６７】
【数１】

【００６８】
なお表２中、カールリテンションが６５％以上のものをＡ、６０％以上、６５％未満のも
のをＢ、６０％未満のものをＣと表示した。
【００６９】
（ロ）しなやかさ
長さ２５ｃｍの毛髪２ｇにヘアーローション整髪剤３ｇをこぼれないように均一に塗布し
たのち、乾燥前に市販の櫛で毛並みを揃え、４０℃の温風で６０分間かけて乾燥して毛髪
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の手触りを以下の評価基準に基づいて評価した。
【００７０】
（評価基準）
Ａ：手で触るとごわつきがなく、自然な感触である。
Ｂ：手で触ると少しごわつきがある。
Ｃ：手で触るとごわつきがひどく、かたい感触がある。
【００７１】
（ハ）柔軟性
長さ２５ｃｍの毛髪２ｇにヘアーローション整髪剤３ｇをこぼれないように均一に塗布し
たのち、４０℃の温風で６０分間かけて乾燥した。この毛髪の中心から約１ｃｍ間隔のと
ころを指ではさみ、上下に曲げる操作を１０回繰り返してコーティングフィルムの変化を
目視にて観察し、以下の評価基準に基づいて評価した。
【００７２】
（評価基準）
Ａ：変化なし。
Ｂ：フィルムの剥離が若干認められる。
Ｃ：曲げた箇所の前面が白くなり、フィルムの剥離がいちじるしい。
【００７３】
（ニ）光沢性
長さ２５ｃｍの毛髪２ｇにヘアーローション整髪剤３ｇをこぼれないように均一に塗布し
たのち、４０℃の温風で６０分間かけて乾燥して光沢性を目視にて観察し、以下の評価基
準に基づいて評価した。
【００７４】
（評価基準）
Ａ：非常に光沢がある。
Ｂ：若干光沢がある。
Ｃ：光沢がない。
【００７５】
（ホ）洗浄性
２．５ｃｍ×７．５ｃｍのガラス板にヘアーローション整髪剤３ｇをスポイドを用いて均
一に塗布したのち、２０℃にて３時間乾燥してフィルムを形成した。このガラス板を４０
℃の０．２重量％シャンプー含有温水に静置浸漬し、フィルムの溶解状態の経時変化を調
べ、以下の評価基準に基づいて評価した。
【００７６】
（評価基準）
Ａ：３０分間以内に完全にフィルムが溶解する。
Ｂ：４０分間以内に完全にフィルムが溶解する。
Ｃ：４０分間経過後もフィルムが残存する。
【００７７】
（ヘ）平滑性
２．５ｃｍ×７．５ｃｍのガラス板にヘアーローション整髪剤３ｇをスポイドを用いて均
一に塗布したのち、２０℃にて３時間乾燥してフィルムを形成した。つぎに、形成された
フィルム面の感触を指で調べ、平滑性を以下の評価基準に基づいて評価した。
【００７８】
（評価基準）
Ａ：完全に滑らかである。
Ｂ：ややざらつきがある。
Ｃ：かなりざらつきがある。
【００７９】
【表２】
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【００８０】
表２に示された結果から、実施例１～８で得られた整髪剤用基剤は、いずれも整髪剤とし
て必要な特性を備え、しかも、処方例１～８と比較処方例１～４とを比べて明らかなよう
に、セット保持力が向上しているだけでなく、セット感覚の向上として従来のノニオン、
カチオン性整髪剤用基剤よりも、しなやかさや柔軟性などの感触的な物性にもすぐれてい
ることがわかる。
【００８１】
【発明の効果】
本発明の整髪剤用基剤は、セットローションに使用することができるのみでなく、従来の
ノニオン、カチオン性整髪剤用基剤と同様にムースなどにも使用することができ、しかも
セットされた毛髪は、従来のノニオン、カチオン性整髪剤用基剤を用いて得られるセット
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感覚よりも、しなやかさや柔軟性などの感触的な物性にすぐれた自然な風合いが得られる
。
【００８２】
さらに本発明の整髪剤用基剤は、光沢などの整髪剤に必要な特性も充分に兼ね備えたもの
である。
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